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街のわだい 街のわだい

18かすみがうらかすみがうらH24.2 かすみがうらかすみがうら H24.2

　1月19日、「水戸街道行列ウオーク」が行われ、30人
が参加しました。市内の旧水戸街道の史跡や名所を巡り
ながら、清水公民館付近から新治小学校までの約7kmを
歩くコース。参加者は、稲吉宿本陣や旅籠「皆川屋」など
街道沿いの史跡や名所などの説明を熱心に聞いていまし
た。参加者は「車だと発見できなかった細かい水戸街道の
歴史を、歩くことであらためて知ることができた」と話し
ていました。

　1月9日、新春恒例の市消防出初
式を開催し、厳しい寒さの中、消防
団員や消防職員が今年の消防活動の
安全を願いました。多目的運動広場
で服装と車両点検をした後、体育セ
ンターで宮嶋市長と藤井団長、井坂
消防長が訓示し、優良消防団員を表
彰しました。新年が火災のない安全
な一年であるよう願うとともに、市
民の安全・安心な暮らしを守るため
に、消防団活動に尽力する使命の重
さをあらためてかみしめていました。

➡出席者の皆さまの交流親睦を深めることができた賀詞交歓会 ➡佐久間先生と和気あいあいあと楽しく料理を作りました

扌のぼりを立てて旧水戸街道を歩く参加者（稲吉宿本陣近く）

旧 水戸街道行列ウオーク水戸街道の歴史・史跡を再発見！

安 市消防出初式全の願いを新たに

平 新春賀詞交歓会和で希望に満ちた一年を 料 男性料理教室理は楽しい！食べるのはもっと楽しい！

扌宮嶋市長による人員服装点検を受け、身を引き締める市消防団員

　市と市商工会共催による新春賀詞交歓会が、1月13日、
千代田公民館で開催され、経済界や各種関係団体など市
内各界を代表する方々、約150人が出席し、新年のあい
さつを交わしました。昨年発生した東日本大震災により
被災された方々を思い、新年を祝う気持ちも複雑な中で
はありましたが、それでも、今年こそは平和で希望に満
ちあふれた明るい一年になることを願い、例年どおり開
催されました。

　1月26日、千代田公民館で佐久間美津江さんを講師に
迎え、「男性料理講座」が行われました。メニューは、ゆで
豚肉のソースづけや白菜と春雨のわかめスープなど全4
品。慣れない包丁さばきや盛り付けに苦戦しながらも、み
んなで協力しあいながら作りました。参加者は「初めて料
理をしましたが、楽しくおいしくできました」「自宅で待っ
ている妻に作ってあげたい」と笑顔で話していました。

優良表彰団員（順不同・敬称略） 

　茨城県知事表彰
【市町村優良消防機関】
　藤井裕一（団長）

【永年勤続功労章（20 年以上）】�
　西川史男（第3分団長）
　田㟢直一郎（第1分団副分団長）
　飯島誠（第1分団第3部）
�　矢口祐一（第3分団第8部）
　石塚孝之（第4分団第6部）
　君山正美（第4分団第6部）
　日本消防協会長表彰
【功績章】�
　酒井正一（副団長）
【精績章】�
　宮本仁（副団長）
　茨城県消防協会長表彰
【功労章】�
　坂本仁（第10分団指導員）
　茨城県消防協会県南北部支部連絡会支部長表彰
【特別功労者表彰】�
　宮本良之（第6分団副分団長）
　大久保和幸（第5分団副分団長）
　久保田勝（第1分団第1部）�
　田井亘（第1分団第1部）
　飯島裕一（第1分団第3部）
　藤㟢茂之（第1分団第4部）�
　市川勉（第2分団第7部）
　床枝馨（第3分団第5部）
　岡本稔弘（第4分団第2部）
　豊㟢勝徳（第4分団第6部）
　豊㟢文博（第4分団第6部）
　八城勝見（第6分団第1部）
　木川光春（第6分団第2部）
　松澤明裕（第9分団第1部）

　児童虐待問題は、社会全体で解決しなければならない重要な問題です。当市において
も「虐待予防」の広報・啓発活動のために、小学校4年以上の児童と中学生に「虐待予防」
のロゴマークのイメージを提案していただき46枚の作品が集まりました。作品は、平
成23年11月3日のかすみがうら祭でロゴマークコンテストを実施し、投票数が最も
多かったものを協議会のロゴマークに決定。今後、かすみがうら市の虐待防止ロゴマー
クとして使用し、缶バッチを作成する予定です。

扌講演会には小中学校の先生をはじめ 157 人
の参加があり、関心の高さが伺えました

虐 46 作品をかすみがうら祭で投票待予防のロゴマークを決定　1月21日に表彰

あふれる愛
（虐待防止）

　また、1月21日には、「発達障害の子ども達と共に暮らせるかすみがうら市を目指し
て」と題し、筑波こどものこ
ころクリニック院長の鈴木
直光先生を講師にお招きし、
講演会を開催しました。先
生は、「子どもたちへのサ
ポートは子どもたちを理解
することから始まり、保護
者・医療・教育・福祉・保
健などに携わる者を含め、
かすみがうら市民みんなで
子どもの発達支援を考えよ
う」と提言されました。

「腕いっぱいにかかえたハートは自分の心
の中にある家族や友人、大切な人に対す
る思い、大好きなペットや美しい自然な
どへの様々な愛情があふれ出ている様子。
私たち一人一人が、たくさんの愛情を持
ちそれを何かに注ぐことのできる社会に
なるようにという思いを込めました。」

採用：岩瀬涼果さん
（北中学校）


